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弱アルカリ性イオン水の給与が乳生産に及ぼす影響 

  

渡辺 裕恭・吉田 雅規・後藤 充宏＊1・片山 正敏 
  

要   約 

 新しい生乳生産技術の確立を目指して，電解水のうち，弱アルカリ性イオン水の給与が，乳牛の生理・

生産反応に及ぼす影響について検討した。その結果，次のような知見が得られた。1)弱アルカリ性イオ

ン水を給与しても，乾物摂取量，飲水量，乳量に影響を及ぼさなかった。2)弱アルカリ性イオン水の給

与により，乳汁中のミネラル類（Mg，Ca，K）の含量が増加した。3)弱アルカリ性イオン水を給与して

も，血液性状に影響を及ぼさなかった。 

目   的 

 水は，乳牛に必要な栄養素の一つとして，日本飼養標準にも水分要求量が示されている 6)。 

 採食に伴うだ液分泌，栄養成分の血中濃度の変動，泌乳による血漿分画の変動，ミネラル摂取による

体内イオンの平衡，環境温度の変動による体熱放散など，いずれも水を必要とする要因である。これら

の要因は，泌乳能力が高まるにつれて，微妙な体内調節が必要となり，水の重要性が高くなるものと考

えられる。 

 他方，水を電気分解することで生成される電解水は，農業分野への応用が進むなか，畜産分野では，

酸性水を搾乳施設の殺菌洗浄や分娩後の子宮内洗浄の治療に利用するなど 1，2，3，7)，幾つかの試みが見

られる。しかしながら，電解水の生成の際に，酸性水とほぼ同等量生成されるアルカリ性イオン水の利

用については 5，10)，その特性から，飲用水としての利用効果が示唆されているものの，乳牛では，ほと

んど検討がなされていない。 

 そこで，我々は，酸性イオン水とアルカリ性イオン水の両方の電解水を用いて，新しい生乳生産技術

の確立を目指すこととした。 

 このうち，本試験では，弱アルカリ性イオン水の給与が乳牛の採食性および乳生産に及ぼす影響につ

いて検討した。 

材料および方法 

                                                                                                                                                                                        
＊1 ；現 畜産課 
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 試験は，平成 13年 10月 29日から平成 13年 12月 7日まで実施した。 

 供試牛は，試験開始前 10日間の平均乳量が 25.1kg／dayのホルスタイン種泌乳牛 15頭を用い，フリ

ーストール牛舎において，群飼により実施した。 

 供試飼料は完全混合飼料（TMR）とし，原料として，市販配合飼料，トウモロコシ，大麦，大豆，ア

ルファルファ乾草，コーンサイレージとした。また，ミネラル剤，ビタミン剤も添加した。 

 供試飼料の飼料構成と化学成分については，表 1に示したとおりである。また，水および固形は自由

摂取させた。 

 なお，TMRを均質するため，混合する際に水道水を加えたが，加水する量は，給与時の TMR中の水

分が 55％となるよう調製した。 

表 1 供試飼料（TMR）の飼料構成と化学成分 

 

 

 試験は，1 期 14 日間とし，1 牛群を対象として，1 期目には水道水を給与，2 期目には弱アルカリ性

イオン水を給与，3期目には再び水道水を給与することとし，3期 42日間の反転試験を実施した。 

 供試した飲水のうち，弱アルカリ性イオン水は，水道水から電解水生成装置（アイテック AT-250A

型，アイケン工業株式会社製）を用いて生成した。各々の飲水のミネラル（Mg，Ca，K）成分について
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は，表 2に示したとおりである。 

表 2 飲水中のミネラル類の含量 

 
 

 調査は，1期 14日間のうち，前半 7日間を予備試験期間とし，後半 7日間を本試験期間として，本試

験期間に調査した。 

 調査項目および方法は次のとおりとした。飼料摂取量，飲水量，乳量，乳成分，血液性状は毎日調査

し，このうち本期 7日間に得られたデータを採用した。 

 摂取飼料中の化学成分分析は，定法により実施した 4)。飼料摂取量および飲水量は，群飼のため 1群

1サンプルとし，群頭数の頭数割によって 1頭当たりの飼料摂取量および飲水量をもとめた。 

 乳汁中のミネラル類の含量の定量は，硝酸－過塩素酸で湿式灰化後，原子吸光光度法で測定した。 

 血液性状は，左側頸静脈より真空採血管を用いて採血したものについて，表 2の検査項目について実

施した。 

 なお，試験処理の方法からは，統計的な判断ができないものの，傾向を見るために，得られたデータ

を用いて，SAS（Statistical Analysis System）の GLMプロシージャにより処理した 11，12)。 

表 3 血液性状の測定項目および検査法 

 

結   果 

(1) 体重，乾物摂取量および飲水量 
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 乾物摂取量は，各期ともに 1頭当たり 24kgから 26kg程度の摂取量となり，弱アルカリ性イオン水

の給与による影響はみられなかった。 

 飲水量は，各期ともに 1頭当たり 79kgから 88kg程度の摂取量となり，各期のあいだには差がみら

れなかった。 

 乾物摂取量および飲水量に影響を及ぼさなかったことから，体重についても，試験期間を通じて変

動することなく推移し，弱アルカリ性イオン水の給与による影響はみられなかった。 

表 5 弱アルカリ性イオン水の給与が採食性に及ぼす影響 

 
 

(2) 乳量および乳汁中のミネラル類 

 乳汁中のMgは，水道水を給与した 1期に比べ，弱アルカリ性イオン水を給与した 2期が高くなっ

た。また，水道水の給与に戻した 3期でも 1期に比べ高くなった。 

表 7 乳量と乳汁中のミネラル類の含量 
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 乳汁中の Caは，Mgと同様に水道水を給与した 1期に比べ，弱アルカリ性イオン水を給与した 2期

が高くなった。また，水道水の給与に戻した 3期でも 1期に比べ高くなる傾向がみられた。 

 乳汁中の Kについても，Mgおよび Caとほぼ同様の結果が得られた。 

(3) 血液性状 

 血液性状のうち，カタラーゼは，水道水の給与時に比べ，弱アルカリ性イオン水の給与時に高くな

った。なお，統計処理では，1期および 3期のいずれの水道水の給与時に比べ，高くなる傾向がみら

れた。血液中の電解質のうち，K，Ca，IP，Mg，および Fe は，いずれの給与時も大きな変化はなか

った。蛋白分画についても同様に，弱アルカリ性イオン水を給与しても変化はみられなかった。 

表 8 血液性状 

 

考   察 

 試験は，1群を対象として，水道水を給与した 1期，弱アルカリ性イオン水を給与した 2期，水道

水を給与した 3期とし，順次，供試していった。 

 この結果，牛舎環境は，試験期が進むにつれて，順次，暑熱環境が進んでいったこととなり，徐々

に暑熱の影響を受け始め，低下していく様子が見られた。このことから，弱アルカリ性イオン水を給

与しても飼料摂取量の向上効果はないものと判断された。 

 乳量についても，試験期が進むにつれて，暑熱環境の影響により，低下していく様子が見られた。 
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 乳汁中のミネラル類のうち，カルシウムについては，弱アルカリ性イオン水を給与した区において

高い傾向にあった。 

 牛汁中のカルシウムは，乳房炎との関係が報告されている 7，8)。これは，乳房炎の発生により，カ

ゼインが減少し，カゼインに結合しているカルシウムが減少したものとされており，作用機序につい

ては十分な知見が得られていないものの，弱アルカリ水の給与が，乳房炎を抑制する可能性が示唆さ

れた。 

 本試験においては，弱アルカリ性イオン水の給与が血液性状に及ぼす影響を見ることはできなかっ

た。 

 鶏では，夏季の飼養試験において，増体，飼料摂取量の向上など，熱射病に対する効果 10)，また，

肉用牛では，肉色の改善に対する効果 5)など，血液性状に影響を及ぼすものと考えられる報告がいく

つかされている。 

 しかしながら，いずれの報告についても，血液性状については言及しておらず，弱アルカリ性イオ

ン水の給与による効果については，今後とも検討する必要がある。 
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